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SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）四季報 
 

SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）会長 
関西学院大学 理工学部 

水木 純一郎 
 
 
 今月号から毎号「SPRUC四季報」をお送りするこ
とにいたします。SPRUCは、2018年 4月から新し
い執行部で活動を開始いたしました。会長を拝命し、
SPRUC からの情報発信があまりなされていないこ
とに気が付きました。SPring-8 にユーザー登録する
と自動的にSPRUCの会員になりますので、ご自分が
会員であることを意識していない方もおられるかも
知れません。SPring-8が利用者のための施設であり、
より利便性の高い施設にしていくために、SPRUCを
通して多くの会員が声を上げていくことが大切です。
そのためにも SPRUC の活動をアップデートしてい
くことが重要と考えました。まず、SPRUCが現在取
り組んでいる改革の概要をご紹介いたします。 
 
1. 活発な SPRUC 組織を維持するための会長選出方
法の変更 

 これまでの SPRUC 会長は、評議員の互選、すな
わち評議員の中から会長が選ばれていました。しか
し、これではやがて人選に限りが予想されますので、
会長適任者を会員の中から広く選出できるよう、次
回からは評議員以外からも会長に就任可能とするよ
うにいたしました。 
 
2. SPRUCのシステマティックなPDCAサイクル形
成のための組織改革 

 SPRUC の活動において、Plan-Do-Check-Action
のいわゆるPDCAサイクルが形成されていることが
大切です。活動が目的に即して行われているか、常
に評価、チェックし、改める所があれば時機を逸す
ることなく修正し新しい行動計画を立てていく必要
があります。このために、会長の諮問に応じて
SPRUC 全体に対して助言していただく顧問会議を
組織いたしました。顧問会議メンバーは、学術、産

業界において広く深い見識を持つ方々の中から会長
が指名し、SPRUC会員である必要はありません。す
なわち顧問会議には、ActionやPlanに関わるところ
にご意見をいただきたいと考えています。また、代
表機関会議は、世界的研究を牽引する研究教育機関
で組織運営に関わる機関代表がメンバーですので、
利用者の視点と研究・組織発展などの多面的視点か
ら、運営を評価し、改善に向けた助言をいただき、
SPRUC 活動に対して Check 機能としての立場で評
価・助言をお願いしたいと考えています。評議員会
は、機関代表による推薦、会員による選挙で選出さ
れた議決機関ですので、従来同様Action、Planを決
定する機能を持っていただきます。このような新し
い組織体制で、SPRUC の PDCA サイクルを形成し
たいと考えています。 
 
3. 新しいサイエンスを切り開くため（蛸壺化防止の
ため）の分野融合型研究の推進と SACLA-UC と
の連携強化 

 イノベーションは、異分野融合からと言われてい
ます。現在、分野融合型研究は、ナノデバイス科学
グループと実用グループの 2 つが活動をしています
が、この数を増やしていきたいと思っています。新
規（新奇）グループ提案をお願いいたします。また、
SACLA の利用が本格化してきています。SACLA ユ
ーザー協同体（SACLA-UC）とサイエンスを基盤に
して議論する機会を持つことによって新しい研究領
域が開拓されることを期待しています。このため、
SACLA-UCとの連携強化を進めていきたいと考え、
SPring-8の全ユーザーに加え、SACLA全ユーザーを
SPRUC会員とするようにしたいと思います。これま
での利用委員会をSPring-8利用委員会とし、SACLA
に対しては SACLA利用委員会を設置いたしました。
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これらの委員会の下に各種研究会を組織し、これら
でサイエンスを議論するようにしました。 
 
4. 施設との懇談・連携の状況 
 3 GeV 放射光計画が動き出したことを受け、
SPring-8のup-grade計画がいよいよ本格化すること
が期待されます。SPring-8 がユーザーのための施設
であることを考えるとup-grade計画にSPRUCが果
たす役割が大きいでしょう。世界の研究動向を正確
に把握し、国際的な研究競争を有利に進めるために
必要な X 線の仕様や新規な実験手法を提案していく
ことが必要です。このためには、up-grade 計画に向
けた研究会の開催や研究組織を形成し、SPRUCの意
見をまとめ、施設側と密な議論をしなければいけま
せん。SPRUCと施設側とが継続的に議論できる仕組
みが必要であるとの考えの基、中川前会長の時から
理研-JASRI-SPRUC 3 者のそれぞれのマネージメ
ントレベルの研究者が集まって年 5 回程度の定期的
な会合を持つようにしており、これを継続発展させ
ていきたいと考えています。 
 
5. SPring-8シンポジウムで見えてきた課題 
 8 月に開催されたSPring-8シンポジウムでのパネ
ルディスカッションでは、SPring-8 が共用開始され
て以来20年の間に放射光科学研究のフロンティアが
急速に拡大し、20年前に共用ビームライン、専用ビ
ームライン、施設者ビームラインと定義された
SPring-8のビームライン（BL）を再定義する必要性
が議論されました。また、BL高性能化検討作業部会
から放射光利用の今後の方向性として、（1）既存計
測の自動化・汎用化、（2）既存計測の技術の高性能
化による科学・技術の連続的発展、（3）既存技術で
は実現できない新しい計測技術による革新的な理工
学の開拓、の 3 つのカテゴリーに分けられることが
報告されています。これらに答えるためには、（1）
では裾野ユーザー、ポテンシャルユーザー等も利用
可能なBLの整備、（2）ではトレンド・ニーズに合わ
せたBLのスクラップ&ビルド、（3）では革新的実験
探究のためのBLの整備が必要でしょう。これらを進
めるためには、長期的に狙うべきサイエンスを議論
しそれを評価する仕組み、挑戦的な新規手法の開拓

を促進する仕組み、既存BLを評価する仕組みと組織
が必要で、BLの再定義とも関係して、これらの課題
にSPRUCが積極的、かつ実効的にかかわっていくに
はどのような形が考えられるのか、施設者側、登録
機関と議論をしなければいけません。 
 さらに、産業利用の裾野拡大、人材育成もSPRUC
の活動アイテムと考えられ、去年から始めたSPRUC
主催のSPring-8秋の学校を継続的に発展させていく
ことも課題として挙げられます。 
 
6. まとめ 
 今回は、第一回目ということで SPRUC の今年度
からの新しい取り組みについてご報告しました。次
回からは、これら新しい取り組みがどのように具体
的な形として現れてきているかご報告できればと考
えています。 
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